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二
十
歳
の
決
議

　

私
た
ち
新
成
人
一
同
は
、
本
日

の
志
賀
町
成
人
式
に
あ
た
り
、
次

の
こ
と
を
決
議
し
ま
す
。

一
、
新
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
し

ま
す
。

一
、
人
命
尊
重
の
理
念
の
も
と
、

交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り

ま
す
。

一
、
社
会
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と

と
も
に
、
常
に
前
向
き
な
心
と

適
切
な
判
断
力
を
養
い
、
社
会

に
貢
献
し
ま
す
。

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
二
十
年
一
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

新
成
人
一
同





国民年金　Q ＆ A
Q　自分で預貯金をしたり、個人年金に加入するのとは違うのですか ?

A　国民年金は、自分が高齢者になったとき、現役時代に保険料を納めた実績に応じて年金を受ける
しくみです。物価の上昇などで経済社会が変化しても、老後の生活の柱となる年金を保障しています。
また、障害年金や遺族年金で、万が一の場合に暮らしを支える制度ともなっています。

　　さらに加入中に支払った保険料は社会保険料控除が受けられ税制面でも優遇されています。

対　象　者　　①厚生年金・国民年金の加入記録を確認されたい方
　　　　　　　②年金がいつからいくら支給されるか知りたい方
　　　　　　　③国民年金保険料の納付が困難な方及び納付の相談をされたい方
　　　　　　　④その他年金のことでお尋ねになりたい方

日　　　時　　平成２０年２月９日（土）午前８時３０分～午後４時
場　　　所　　志賀町役場大会議室
相談担当者　　七尾社会保険事務所職員
※パソコンを活用した相談となりますので、その場で年金額の試算、加入期間の調査が可能です。
※相談の際は、年金手帳（基礎年金番号通知書）等をご持参ください。

お問い合わせ先　七尾社会保険事務所　年金相談係　電話0767-53-6511

年金なんでも相談会の開催のおしらせ年金なんでも相談会の開催のおしらせ

◆「ねんきん特別便」の通知記録を確認いただけたでしょうか
　社会保険庁では、「ねんきん特別便」で社会保険庁が把握している加入記録を順次お知らせしてお
ります。お手元に届いたご自身の記録にもれがないか十分にご確認いただき、訂正がない場合には、
同封された「確認はがき」を、訂正がある場合は「年金加入記録照会票」を、必ず提出していただ
きますようご協力をお願いします。

◆届出はお済でしょうか
　住所変更届出がまだお済でない方、婚姻等で名字が変わった方、古い年金手帳をお持ちの方、年金
に結びつく加入記録がありませんか。今一度ご確認ください。

◆手続・お問い合せは
　七尾社会保険事務所　0767-53-6511　　志賀町役場国民年金係　32-9121（直通）

石川社会保険事務局からのお願い石川社会保険事務局からのお願い ●●

住民課からのお知らせ



『
メ
タ
ボ
と
は
』

『
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ
』

内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、【
左

の
よ
う
な
】
複
数
の
生
活
習
慣
病
が
引
き
お

こ
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

こ
の
状
態
が
続
く
と
、
血
管
が
つ
ま
り
や
す

く
な
る
動
脈
硬
化
に
な
り
、
命
に
か
か
わ

る
危
険
性
も
出
て
き
ま
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
異
常
に
多
く
な
る

状
態
。
進
行
す
る
と
動
脈
硬
化
や
、
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
を
引
き
お
こ
す
合
併
症
に
つ

な
が
り
、
失
明
、
神
経
障
害
や
腎
不
全
に

よ
る
透
析
が
必
要
に
。

【
糖
尿
病
】

血
管
を
流
れ
る
血
液
の
圧
力
が
高
く
な
る

病
気
。
進
行
す
る
と
心
臓
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
り
、
動
脈
硬
化
か
ら
心
筋
梗
塞
、

脳
出
血
と
い
っ
た
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど

に
つ
な
が
る
恐
れ
も
。

【
高
血
圧
症
】

血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
多
す
ぎ
る
病
気
。
進
行
す
る
と
増
え
た

脂
質
が
血
管
の
内
側
に
た
ま
り
、
動
脈
硬

化
か
ら
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
。

【
高こ

う
し
け
っ
し
ょ
う

脂
血
症
】

　

こ
れ
ら
の
病
気
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い

た
め
、
常
に
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
て
下
さ
い
！

各
医
療
保
険
者
が
加
入
者
あ
て
に

受
診
券
と
案
内
通
知
を
出
し
ま
す

⬅

〈特定健診〉
※40～74歳の
　加入者が対象

医療機関または
集団健診の会場で
健診を行います

保健指導の
必要性が
低い人

保健指導の
必要性が
中程度の人

保健指導の
必要性が
高い人

治療が必要
と思われる人

〈特定保健指導〉

②動機づけ
　支援

③積極的支援

医療機関へ
受診をすすめる

⬅　
⬅　
⬅

①
情
報
提
供
の
通
知

⬅　
⬅　
⬅　
⬅

①情報提供

対象：受診者全員
期間：健診結果と同時に通知

今の健康状態を把握し
自らの生活習慣を
見直すきっかけとなる
情報を提供します。

②動機づけ支援

対象：意志決定の支援が必要な人
期間：１日（３０分程度）

生活習慣を改善するため、
本人が目標を設定し、行動
に移すことができるよう
保健師等が支援します。

③積極的支援

対象：継続的な支援が必要な人
期間：６カ月程度

生活習慣を改善するため、
本人が目標を設定し、継続
的な取り組みが実践できる
よう保健師等が支援します。

知
識
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
機
会
に

行
動
に
う
つ
し
て
み
ま
し
ょ
う
・
・

《
住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
》

住民課からのお知らせ

(64 歳まで )



住民課からのお知らせ

問
１　

現
在
老
人
保
健
制
度
で
医
療

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
は
ど

の
よ
う
に
移
行
す
る
の
で
す
か
？

答
１　

石
川
県
内
に
お
住
ま
い
の
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
方
は
、

平
成
20
年
４
月
に
は
自
動
的
に
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

問
２　

平
成
20
年
の
５
月
中
に
75
歳

に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
加
入

し
て
い
た
国
民
健
康
保
険
の
資
格

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

答
２　

国
民
健
康
保
険
を
離
脱
し
、

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

問
３　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
証
は
い
つ
頃
届
き
ま
す
か
？

答
３　

現
在
、
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
平
成
20
年

３
月
末
ま
で
に
、
お
手
元
に
届
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
４

月
以
降
に
75
歳
に
な
る
方
に
つ
い

て
は
、
75
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
、

お
手
元
に
届
く
予
定
で
す
。

問
４　

保
険
料
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
４　

加
入
者
の
所
得
に
応
じ
た
所

得
割
額
と
、
被
保
険
者
均
等
割
額

の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

問
５　

保
険
料
の
支
払
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
５　

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
金
か
ら

保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特

別
徴
収
）

　
　

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ

せ
た
額
が
、
年
金
の
２
分
の
１
を

超
え
る
場
合
は
、
自
主
納
付
・
口
座

振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
６　

医
療
機
関
で
の
負
担
割
合
は

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
？

答
６　

医
療
機
関
等
で
払
う
一
部
負

担
金
の
割
合
は
、
現
行
の
老
人
保

健
制
度
と
同
様
、
所
得
に
応
じ
て

１
割
又
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

《
老
人
保
健
係
》

教えて 後期高齢者医療制度 Ｑ＆Ａ
★よくあるお問い合わせ★



町県民税の申告相談日

相談日 志　賀　地　域
対象地区 会場 時間

2/18( 月 ) 上熊野地区 上熊野公民館

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

2/19( 火 ) 徳田・舘開
土田公民館

2/20( 水 ) 火打谷・矢田 ･印内
谷屋 ･栗山

2/21( 木 ) 代田 ･仏木・新林・牧山

2/22( 金 ) 加茂地区 加茂高齢者センター

2/25( 月 ) 東谷内・上棚・ニ所宮・舘
下甘田公民館

2/26( 火 ) 福井・大坂・穴口・米浜

2/27( 水 ) 川尻 ･町 ･志賀の郷住宅
安部屋・営団・ﾛｲﾔﾙｼﾃｨ

志加浦公民館2/28( 木 ) 上野・大津 ･小浦

2/29( 金 ) 百浦 ･赤住・はまなす園

3/3( 月 ) 福野・長沢・岩田
坪野・宿女 中甘田公民館

3/4( 火 ) 大島・甘田

3/5( 水 ) 堀松 ･緑ケ丘 ･梨谷小山
北吉田 ･清水今江 ･出雲 堀松公民館

3/6( 木 ) 末吉 ･神代 ･矢蔵谷
猪ノ谷 ･健康村

志賀町役場
大会議室

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

3/7( 金 ) 高浜１区～６区

3/9( 日 ) 全地区 ( 志賀地域 )

3/10( 月 ) 高浜７区～１１区

3/11( 火 ) 旭ケ丘・ハマナス
アスナロ

3/12( 水 ) 新大念寺 ･東旭

3/13( 木 )

全地区 ( 志賀地域 )3/14( 金 )

3/16( 日 )

3/17( 月 )

相談日 富　来　地　域
対象地区 会場 時間

2/18( 月 ) 草木 ･荒屋 ･谷神
三明 ･中畠 ･豊後名 熊野多目的集会

施設

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

2/19( 火 ) 中山 ･日下田 ･町居
日用 ･六実

2/20( 水 ) 福浦地区 福浦みなと会館

2/21( 木 ) 西海風戸 ･西海千ノ浦　　
西海久喜 西海高齢者活性

化センター2/22( 金 ) 西海風無

2/25( 月 ) 笹波 ･前浜

西浦コミュニ
ティセンター2/26( 火 ) 鹿頭

2/27( 水 ) 赤崎 ･小窪

2/28( 木 ) 酒見 ･稲敷 ･香能 酒見構造改善セ
ンター

2/29( 金 ) 大福寺 ･栢木 能登富士ふれあ
い文化センター

3/3( 月 ) 稗造第２地区 稗造研修センター

3/4( 火 ) 稗造第１地区 稗造集会所

3/5( 水 ) 八幡 ･八幡座主 ･中泉

富来活性化
センター

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

3/6( 木 ) 里本江 ･給分

3/7( 金 ) 中浜 ･相神 ･草江 ･大鳥居

3/9( 日 ) 全地区 ( 富来地域 )

3/10( 月 ) 富来高田 ･富来七海
富来生神 ･富来牛下

3/11( 火 ) 富来地頭町

3/12( 水 ) 富来領家町

3/13( 木 )

全地区 ( 富来地域 )
3/14( 金 )

3/16( 日 )

3/17( 月 )

・町県民税の申告か確定申告かを問わず申告相談いたしますので、できるだけ地区指定日にお越しください。
・混雑緩和のため、農業所得や漁業所得を申告される人は、「収支内訳書」を作成してきてください。
・雑損控除を受けられる人は、「損失額計算書」を作成してきてください。

お問い合わせは
■七尾税務署　個人課税第１部門
　　〒926-8686　七尾市小島町大開地３番地７号
　　　　　　　                       　0767-52-9336
■志賀町役場　税務課住民税係
　　〒925-0198　羽咋郡志賀町末吉千古１番地１
　　　　　　　                          0767-32-9142

ホームページへのアドレス
　　■国税庁ホームページ
　　　http://www.nta.go.jp
　■ e-Tax ホームページ
　　　http://www.e-tax.nta.go.jp
　■志賀町役場ホームページ
　　　http://www.town.shika.lg.jp

年金申告説明会の開催

税務課からのお知らせ

　・収入が公的年金のみの人を対象に、確定申告の説明会を開催しますので、申告時に必要なものを持参のうえ、
　　是非お越しください。
　　　　　　　　　　　日時・場所　　２月１３日（水）　：午前１０時から　富来活性化センター　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：午後　２時から　志賀町役場大会議室



所得税・町県民税の申告が始まります！
申告期間　２月１８日（月）～３月１７日（月）

申告はあなたの所得や税額を決めるための大切な手続きですので、必ず申告してください。

所得税の確定申告 　※税務署から申告書が送付された人及び下記の人が対象です。

確定申告が必要な主な人 還付申告すれば税金が戻る主な人

ｅ - Ｔａｘで電子申告を

所得税の確定申告の相談は

●事業所得や不動産所得などがある人
●給与所得者で
　・給与の年収が２，０００万円を超える人
　・給与以外の所得が２０万円を超える人
　・２カ所以上から給与を受けていた人
●給与から所得税が源泉徴収されていない人
●公的年金から所得税が源泉徴収されている人
●保険金などの満期金がある人
●土地や建物等の売買による譲渡所得がある人

●給与所得者で
　・医療費控除、雑損控除、寄付金控除などを受ける人
　・はじめて住宅取得控除を受ける人
　・年末調整で受けられる控除が漏れていた人　
　・年の途中で退職し、その後再就職しなかった人

●青色申告、営業所得、譲渡所得の申告については
　　　　　　■　七尾税務署へ
●還付申告や簡易な確定申告については
　　　　　　■　町県民税の申告相談日でも受付します。

・最高で5,000円の税額控除が受けられます。

町県民税の申告 　※「確定申告をされた人」は、町県民税の申告は不要です。

申 告 し な い と

申告時に必要な主なもの 　※所得税の確定申告・町県民税の申告とも共通

１．申告書、印鑑
２．平成19年中の所得のわかるもの
　①給与・年金収入のある人は、源泉徴収票
　②営業等、農業、不動産所得のある人は、収支内訳書、 帳簿、
　　領収書など
３．国民健康保険税・国民年金・介護保険などの支払証明書

４．生命保険料・個人年金保険料・地震保険料の控除証明書
５．医療費控除を受ける場合は、領収書と保険で補てんされた
　　金額のわかるもの（領収書は合計しておいてください。）
６．障害者控除を受ける人は、障害者手帳など
７．雑損控除を受ける人は、損失額の計算書、明細書、領収書
８．振替納税や還付申告をする人は、口座番号のわかるもの

申告が必要か確認してください

申告の手引きについて
・国民健康保険加入者は、保険税の軽減が受けられません。
・介護保険などの保険料額に影響します。
・所得証明書や課税証明書などが発行できません。　
・障害者や寡婦（夫）の人は、非課税措置の対象となりません。

•広報２月号にあわせて、各世帯に１部づつ申告書が付いた手
引き（青色の冊子）を配布いたしますが、申告書が不足する
場合は、役場税務課窓口に備えてありますのでご利用くださ
い。

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
志
賀
町
に

住
ん
で
い
る
人

住んでいない人

平成１９年中に
所得があった人

平成１９年中に　
所得がなかった人

　所得が給与のみの人

　給与所得以外に農業・
　配当・不動産等の所得
　がある人

　所得が給与以外の人

　医療費控除等の所得控除
　を受けようとする人

　同居の家族の扶養控除
　対象に

　志賀町に事務所・事業所
　家屋敷のある人

　給与支払報告書が
　勤務先から提出済の人

　給与支払報告書が
　勤務先から未提出の人
　平成19年中に退職した人

　給与を2か所以上から
　受けている人

　なっている人

　なっていない人

　申告は
　不　要

　申告は
　不　要

　申告が
　必　要

　申告が
　必　要

税務課からのお知らせ



ケーブルテレビ

ＩＣＴで快適・便利・安心・安全なくらしへ

ケーブルテレビ　　

志賀町ＣＡＴＶ整備事業
最新情報、まちのホットな情報をお届けします

　志賀町では現代の情報化社会への対応、また国（総務省）が進めるユビキタスネット
社会の実現を図るため、町内全域にＣＡＴＶ網を敷設し、情報通信基盤整備を推進します。

2008.2　NO.8

　町のケーブルテレビの引込工事、宅内工事を行うには、「ケーブルテレビ工事指定業者申請」をしていただく必要が
あります。町が指定する講習会を受講し、指定業者申請を行ってください。
　なお、受講済認定者のみ工事に携わることが可能になりますので、受講を希望される方は、監理課情報政策係までお
申込みください。（受講を希望する講習会ごとにお申込みください。）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

■ 募集対象
【Ａ 引込工事指定業者】
　県内に住所（法人にあっては事務所または営業所）
を有し、電気工事業または電気通信工事業を１年以上
営んでいる事業所。

【Ｂ 宅内工事指定業者】
　県内に住所（法人にあっては事務所または営業所）を
有し、電気工事業または電気通信工事業、もしくは電
気器具販売に付随する工事を１年以上営んでいる電気
工事店および家電販売店。

■ 必要資格
【Ａ 引込工事指定業者】
次の全ての条件を満たしていること
①高所作業車運転技能資格を有し、高所作業車を保有
もしくは準備できること

②光ファイバー融着技術者がいること、または別途実
施の融着講習会に参加できること

③光ファイバー融着接続器、光測定器を保有もしくは
準備できること

④県知事認定第２種以上の電器工事士を作業班に配置
できること

【Ｂ 宅内工事指定業者】
次のいずれか１つ以上の有資格者が常勤していること
①県知事認定の第２種以上の電気工事士
②家庭用電子機器修理技術者もしくは家庭用電気修理
技士
③電気通信工事担任者（ＤＤ３種・ＡＩ３種以上）
④有線テレビジョン放送技術者２級以上

■ 内　　容
【Ａ 引込工事指定業者】
　ケーブルテレビ引込工事施工方法、光接続、試験測
定方法、町支給品の取扱い調整など。

【Ｂ 宅内工事指定業者】
　ケーブルテレビ宅内工事施工方法、町支給品の取扱
い方法、ＳＴＢの取扱い調整など。

■ 費　　用
　　材料費および交通費は自己負担となります。

■ 講習日・受講場所
　　受講申込者に別途ご案内します。

■ 受講申込書
　　町ホームページから申込書をダウンロードし、提出して
　ください。

■ 受講申込締切　　平成20年2月8日（金）
■ 申込、問合せ先　監理課情報政策係（℡ 32-9261）

★指定までの手続き
　①指定講習会の受講申込み
　②指定講習会の受講
　③指定業者申請書の提出
　④工事業者指定証、
　　受講済認定者証明証を交付

引込工事指定業者講習会・宅内工事指定業者講習会を開催します。引込工事指定業者講習会・宅内工事指定業者講習会を開催します。



CATV

　光ファイバーケーブルを利用した有線式放送です
から、天候や地理的条件に影響されず確実に防災行
政放送をお伝えします。
 また、今回の整備事業で現行の集落内拡声子局も
アナログ無線方式からデジタル無線方式に更新しま
す。

より確実に安定した防災行政放送を
 お伝えします！

　有線式テレビ放送ですから、いつも安定した高品
質なテレビ放送がご覧いただけます。
　また、アンテナ設備の老朽化、雷対策、強風など
による修繕、調整などアンテナに関する一切のメン
テナンスが不要となります。

有線により安定したテレビ放送がご覧
 いただけます。また、ご家庭のアンテ
  ナや共同アンテナが不要となります！

　町内全域にブロードバンド環境が整います。ＩＰ
音声告知端末とパソコンを接続することにより、ど
なたでも高速大容量、常時
接続使い放題の光インター
ネットを利用することが
できます。
（有料サービス）

町内全域で光インターネットの利用が
 できます！

　町のケーブルテレビは、地上アナログ放送を始め、
地上デジタル放送、ＢＳ放送、ＣＳ放送など多チャ
ンネル番組を放送します。現在のアナログテレビの
ままでも、ＳＴＢ（セットトップボックス）を付け
ることにより、多チャンネル放送を楽しむことがで
きます。
（無料・有料のコース設定あり）

地上デジタル放送・多チャンネル放送
 がご覧いただけます！

　ＩＰ音声告知端末と電話
機を接続することにより、
町内のケーブルテレビ加入
者間での通話料やＦＡＸの
通信料が無料となります。
（要申込）

※一部利用できない電話機もあります。

町内加入者間の通話料が無料となり
 ます！

　ケーブルテレビに加入すると、志賀町コミュニ
ティチャンネル放送が視聴できます。
　町内で開催される各種イベントやスポーツ大会、
学校・保育園の行事など地域に密着した番組を放送
します。
　また、文字データでも行事案内や行政情報をお伝
えします。

志賀町のコミュニティチャンネルを
 放送します！

( 仮 ) 加入申込書の提出をお願いします。
　( 仮 ) 加入申込みを受付後、皆さんのお宅へ引込工事・宅内工事に伺います。提出がない場合は、工事をすることが
できません。まだ提出されていない方は、利用開始が遅くなることがありますので、早急に提出をお願いします。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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Ｑ　

裁
判
員
制
度
は
、
な
ぜ
導
入
さ
れ
る

の
で
す
か
？

Ａ　

国
民
の
み
な
さ
ん
が
裁
判
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
の
専
門
家
で

は
な
い
人
た
ち
の
感
覚
が
、
裁
判
の
内

容
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
裁
判
が
身
近
に
な
り
、
国

民
の
み
な
さ
ん
の
司
法
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

そ
し
て
、
国
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自

分
を
取
り
巻
く
社
会
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
よ
り
良
い
社
会
へ

の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、

す
で
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
世
界

の
国
々
で
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど
の
よ

う
な
事
件
で
す
か
？

Ａ　

代
表
的
な
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ

う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
あ
る
い

は
、死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強
盗
致
死
傷
）

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
死
亡

さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自
動
車

を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死
亡
さ
せ
た

場
合
（
危
険
運
転
致
死
）

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た
場
合

（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
の
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を
誘
拐

し
た
場
合
（
身
の
代
金
目
的
誘
拐
）

⑦
子
供
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置
し
て
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責
任
者
遺
棄

致
死
）

 

Ｑ　

裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ

る
の
で
す
か
？

Ａ　

最
初
に
、
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
裁

判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
裁

判
員
は
、こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

１
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁
判
所
に
お
け

る
選
任
手
続
に
よ
り
選
ば
れ
ま
す
。

①　

裁
判
員
候
補
者
の
名
簿
を
作
成
し
ま

す
。

　
　

選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
、
翌
年

の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人
を
毎
年
く

じ
で
選
び
、
裁
判
所
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
を
作
り
ま
す
。
名
簿
に
載
っ

た
人
に
は
連
絡
が
い
き
ま
す
。

②　

事
件
ご
と
に
く
じ
で
、
裁
判
員
候
補

者
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
　

事
件
ご
と
に
、
①
の
名
簿
の
中
か
ら

く
じ
で
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を

選
び
ま
す
。

　
　

選
ば
れ
た
人
に
は
、
裁
判
所
に
来
て

も
ら
う
日
時
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③　

裁
判
所
で
、
候
補
者
の
中
か
ら
裁

判
員
を
選
ぶ
た
め
の
手
続
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
　

裁
判
長
か
ら
、
裁
判
員
に
な
れ
な
い

理
由
が
な
い
か
ど
う
か
、
辞
退
希
望
が

あ
る
場
合
は
そ
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
ま
す
。
裁
判
員
に
な
れ
な
い

理
由
の
あ
る
人
や
辞
退
が
認
め
ら
れ
た

人
は
候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
検
察
官
や
弁
護
人
は
、
双
方
と
も
、

法
律
で
決
め
ら
れ
た
人
数
の
範
囲
内
で

候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き
人
を
指

名
す
る
こ
と
が
で
き
、
指
名
さ
れ
た
人

は
候
補
者
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

④　

裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
　

除
外
さ
れ
な
か
っ
た
候
補
者
か
ら
、

裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

　裁判員制度とは、国民のみなさんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が
有罪かどうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう「国民の
司法参加」を実現する制度です。この制度は、平成２１年５月までの間にスタートします。
　当町にお住まいの方々も裁判員に選ばれる可能性がありますので、金沢地方・家庭裁判
所、金沢地方検察庁及び金沢弁護士会の協力を得て、これから数回にわたり裁判員制度Ｑ
＆Ａを連載します。

－ 選ばれてから慌てないために －－ 選ばれてから慌てないために －

裁判員制度をご存じですか！



　１月５日（土）に志賀町消防団、全１６分団の団員
３２５人が志賀町文化ホール前に結集し、消防出初式
が行われました。
　式では三原久次団長が「昨年は能登半島地震が発生
し、団員のみなさんには現場で活躍していただき感謝
しています。今年は災害のない年になることを祈りま
す」とあいさつしました。
　観閲式と功労団員の表彰式が行われた後、神代川沿
いで一斉放水が行われました。

新春の空へ一斉放水

　西海風戸出身で自然主義作家、加能作次郎（１８８５～
１９４１年）の資料を集めた「作次郎ふるさと記念館」と、
富来地頭町出身の故清水精一さんが収集した「さくら貝の
里資料館」が富来支所に開館しました。
　作次郎記念館には、単行本のほか本人の写真や直筆の手
紙などが展示されています。
　また、さくら貝の里資料館では、清水さんが集めた数千
種類の貝が展示され、訪れた人の中には、海岸から拾って
きた貝の名前を調べる人や、「よくこれだけの貝を集めら
れましたね」と感動している人もいました。
　両館とも入場は無料で、午前１０時から午後４時まで開
館となっています。みなさんも是非ご覧ください。

  １月２０日（日）、重要文化財防火デー火災防ぎょ訓練が、八
幡にある冨木八幡神社と福野にある気多神社で行われました。
　この訓練は重要な財産を火災から守るとともに、住民の文化
財保護と防火の意識を高めてもらうことを目的に実施されまし
た。
　訓練には、地元の東増穂分団と中甘田分団が志賀消防署とと
もに参加し、直上放水を行いました。
　冨木八幡神社には、板地彩色那須与一扇射図額（志賀町文化
財指定）　気多神社には、福野妙法蓮華経碑と薬師堂（県指定
有形文化財）、（志賀町指定有形文化財）が保存されています。

第54回文化財防火デー

　表彰されたのは次のみなさんです。
◇知事表彰　▽功労章　三谷正弘、島田好明、松本弘人
▽永年勤続功労章　素都拓午、南　政夫、堀　聡、奥下謙治、畑　竜一、豊島弘真、野沢貞則、谷口　衛、　
　町居和哉、藤井直茂、上嶋都夫、角谷雄一、飯田一也
◇町長表彰　▽退団者感謝状　畑山幸造、北  富美夫、城山雄一、高島　章
◇町消防団表彰　▽優良団員章　新谷博孝、岩本繁樹、柴田英次、松本大樹、岡島和彦、白山秀和、仲谷和真、
　松本　悠、長田憲和、村田勇矢、多村勝信、永谷悟史、浜田知晴、室津　司、飲　成志、大瀧将樹、寺田元治

貴重な作品を展示



固定資産税、国民健康

保険税の納期は 月

日（金）までです。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

と

き

月

日
（
水
）

午
後

時

時

分

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
自
立
支
援
相
談

母
子
家
庭
の
方
々
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。く
ら
し
の
こ
と
、
子
ど
も
の

こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就
職
の
こ
と

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と

き

月

日（
木
）

毎
月
第

木
曜
日

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

役
場
本
庁

階
相
談
室

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
（
無
料
）

総
合
相
談
所
を
町
内

カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
員

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、民
生
・
児
童
委
員
、司
法
書

士
の
方
々
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

《
志
賀
地
域
》

と

き

月

日
（
金
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

《
富
来
地
域
》

と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

午
後

時

と
こ
ろ

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー

階

お
問
い
合
せ
先

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
富
来
支
所

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

全国的に、本人の知らない間に戸籍、住民
票の悪用を目的とした虚偽（うそ、いつわり）
の届出を第三者が行うという事件が相次ぎ、
社会問題となっています。
当町でも虚偽の届出及び各種証明書の交付
等を防止するため、本人確認をさせていただ
いております。
役場窓口へいらっしゃるときは、必ず印鑑
と運転免許証か健康保険証など、公的身分証
明書をお持ちください。

窓窓口口ででのの本本人人確確認認ににごご協協力力をを窓口での本人確認にご協力を
厚生労働省では、 女性労働者の能力発揮を促進するための積極的

な取組 及び 仕事と育児・介護との両立支援のための取組 につい
て、他の模範となる取組を推進している企業を表彰しています。
実施要領、表彰基準及び応募用紙は厚生労働省ホームページでご覧
いただけますので、ぜひご応募ください。

応 募 期 間 月 日まで
問い合わせ先 石川労働局雇用均等室（金沢市西念 金沢駅西合同庁舎）

均均等等・・両両立立推推進進企企業業をを表表彰彰ししまますす均等・両立推進企業を表彰します

今月は児童手当の定例支払月です
児童手当は 月 日、 月 日、 月 日が支払日です。
支払日が土・日・休日の場合はその前日に支払われます。
今回は 月 日（金）に 月分 月分をお支払いします。
振込通知は送付いたしませんので、指定金融機関の通帳

で確認をお願いします。

お問い合せ先 役場子育て支援課

と

き

毎
週
木
曜
日

（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

午
後

時

分

時

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

良
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
て
伸
ば
そ
う

子
ど
も
に
大
切
な
の
は
、
自
信
と

自
分
を
大
切
に
す
る
心
で
す
。
そ
れ

は
植
物
の
根
の
よ
う
な
も
の
で
、
深

く
、
広
く
張
る
ほ
ど
大
き
な
実
り
を

も
た
ら
し
ま
す
。
表
面
的
な
こ
と
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
が

大
き
く
育
つ
こ
と
を
信
じ
て
、
心
に

豊
か
な
水
や
栄
養
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
水
や
栄
養
と
な
る

の
が
、
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

出
し
て
ほ
め
る
こ
と
な
の
で
す
。
叱

る
べ
き
と
き
は
叱
り
、
ほ
め
る
べ
き

と
き
は
ち
ゃ
ん
と
ほ
め
る
。
一
つ
叱

っ
た
ら
三
つ
ほ
め
る
ぐ
ら
い
の
バ
ラ

ン
ス
を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ

め
ら
れ
る
こ
と
で
子
ど
も
は
喜
び
を

感
じ
、
自
信
や
自
尊
心
を
育
ん
で
い

く
の
で
す
。

お
問
い
合
せ
先

子
育
て
支
援
課

温
泉
、
プ
ー
ル
、
足
湯
及
び
文
化

館
の
定
期
清
掃
と
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め

月

日
（
月
）、

日

（
火
）、

日
（
水
）
の

日
間
を

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
ク
ア
パ
ー
ク
シ
オ
ン
設
備
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め

日
間
お
休
み
し
ま
す
。

ア
ク
ア
パ
ー
ク
シ
オ
ン
設
備
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め

日
間
お
休
み
し
ま
す
。

資

格

学
校
給
食
食
材
料
取
扱

店
及
び
食
品
製
造
販
売
業
者

受
付
期
間

月

日

日

お
問
合
せ
先

志
賀
町
学
校
給
食

共
同
調
理
場

平
成

年
度
学
校
給
食
食
材
納
入
業

者
の
申
込
み
を
受
付
け
し
ま
す
。

平
成

年
度
学
校
給
食
食
材
納
入
業

者
の
申
込
み
を
受
付
け
し
ま
す
。

と
こ
ろ

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

相
談
料

分
以
内

千
円

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

ク
レ
サ
ラ
相
談

負
担
が
困
難
な
方
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
方
。

相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
午
後

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（）

へ

電
話
予
約
く
だ
さ
い（
先
着

名
）。

と
こ
ろ

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
せ
先

商
工
観
光
課

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

皆
様
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き
等

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ

聴
覚
障
害
者
の
皆
様
へ



と

き

月

日
（
火
）

午
前

時

分

午
後

時

と
こ
ろ

道
の
駅

旬
菜
館

前

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い
情
報

高
浜
町
の
匿
名
の
方
よ
り
、
福
祉

向
上
に
と

、

円

富
来
領
家
町
の
長
田
静
男
様
よ
り
、

亡
妻
夏
枝
様
の
供
養
と
し
て
福
祉

向
上
に
と

万
円

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ー

富
来
店
様
よ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
設

置
募
金
箱
に
集
ま
っ
た
お
金

万

、

円
を
福
祉
向
上
に
と
。

火
打
谷
の
元
藤
了
賢
様
よ
り
、
亡

父
賢
之
様
の
供
養
と
し
て
福
祉
向

上
に
と

万
円

（
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

福福
祉祉
のの
向向
上上
にに
心心
温温
まま
るる
ごご
芳芳
志志

福
祉
の
向
上
に
心
温
ま
る
ご
芳
志

をを
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
前

時

時（

・

）

第

・
第
（
木
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

富
来
支
所
総
合
窓
口

第

・
第
（
水
曜
日
）

午
後

時

時（

・

）

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み
を
出
さ

な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の
分
別
の
仕

方
を
学
ぶ

と

き

月

日
（
日
）

午
前

時

分

定

員

人

参
加
費

円

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、箸

講

師

室
谷

加
代
子

申
込
先

ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

て
ん
と
市

志
賀
町
公
共
施
設
等
管
理
公
社

で
は
、
平
成

年
度
臨
時
作
業
員
を

募
集
し
ま
す
。

職

種

作
業
員

人

員

若
干
名

対
象
者

志
賀
町
に
居
住
す
る
概

ね

歳
ま
で
の
方
で
、
各
種
機
械

（
除
草
機
、
芝
刈
機
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
等
）
の
取
扱
が
出
来
て
、
変

則
勤
務
に
対
応
で
き
る
方

申
込
期
限

平
成

年

月

日（
金
）

申
込
・
お
問
合
せ
先

志
賀
町
管
理
公
社
の
臨
時

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

志
賀
町
管
理
公
社
の
臨
時

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

年式 検なし 万キロ
ディーゼル 現状渡し

公
用
車
を
払
い
下
げ
し
ま
す
。

希
望
者
は
、
払
い
下
げ
車
両
を
確

認
の
う
え
、見
積
書
を

月

日（
水
）

ま
で
に
監
理
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

車

名

日
野
ダ
ン
プ（
除
雪
車
）

排

気

量

・

年

式

昭
和

年

車

検

検
な
し

鮮
魚
直
売
・
大
漁
鍋
・
テ
ン
ト
市

と

き

月

日
（
月
祝
）

午
前

時

（
販
売
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

と
こ
ろ

富
来
漁
港
市
場

平成 年度 町臨時職員を募集します時職員を募集します
職 種 区分 人員 職務内容 応 募 資 格 勤務時間 賃 金

保 育 士
（町内保育園）

嘱託員 名
保育園の
保育業務

保育士の資格を有する方、又は平成
年 月末日までに取得見込みの方

月額 円

調 理 員
（町内保育園）

嘱託員 名
保育園の
調理業務

調理師の免許を有する方、又は平成
年 月末日までに取得見込みの方

月額 円

職 種 区分 人員 職務内容 応 募 資 格 勤務時間 賃 金

保 育 士
（町内保育園）

調 理 員
（町内保育園）

勤務条件
・雇用期間 平成 年 月 日から平成 年 月 日まで
・勤務時間 職種により変則勤務になる場合があります。
・そ の 他 雇用期間により有給休暇、社会保険制度有り

申込期間 平成 年 月 日（木）から平成 年 月 日（月）

申込方法
・申込期間内に所定の申込用紙（総務課で交付）に必要事項を記入し、必要書類を添付の上、
志賀町役場（総務課）へ提出してください。
・郵送の場合は、封筒の表に 臨時職員申込書 と朱書きし、郵送してください。（当日消印有効）

選考方法 面接試験により選考します。

選考試験 期日 平成 年 月 日（日） 会場 志賀町役場

問合せ先 役場総務課人事担当（ ）

ミ
ッ
シ
ョ
ン

マ
ニ
ュ
ア
ル

走
行
距
離

万

千

保
管
場
所

浜
辺
自
動
車（
富
来
領
家
町
）

払
い
下
げ
を
受
け
た
方
が
、
名
義

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
状
渡
し
と
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

志
賀
町
役
場

監
理
課

（
代
表
）

車
両
払
い
下
げ
の
ご
案
内

車
両
払
い
下
げ
の
ご
案
内

冬
の
日
本
海
波
祭
り
西
海
大
漁
鍋
大
会



ご存じですかご存じですか 【能登空港を利用すると航空運賃の助成が受けられます】

申請期間 搭乗日から 日以内 申請期間を過ぎますと、請求ができなくなりますので、
ご注意ください。

申請方法 能登空港航空運賃助成金交付申請書、実績報告書及び請求書 に必要事項を記入の
うえ、役場（企画財政課、住民課窓口及び富来支所総合窓口）まで申請してください。

能登空港航空運賃助成金交付申請書、実績報告書及び請求書 は役場企画財政課、
住民課窓口及び富来支所総合窓口に設置してあります。

申請には搭乗券の半券・印鑑（シャチハタ不可）・口座番号が必要です。
ただし、下記の項目に該当する方は対象外となります。

満 歳未満のお子さん
町内の小学校、中学校の修学旅行で利用した方
旅費相当額について、公的助成を受けた方及び受ける予定の方
官公庁の職員で公務により利用した方
申請日において、町税を滞納している方

お問合せ先 企画財政課

申請期間

申請方法

お問合せ先

石川県では不妊治療費の助成を行っています。
申請期限は です。月月 日日月 日

不妊治療費の助成制度には 一般不妊治療 と 特定不妊治療 の 種類があります。
治療した日（特定不妊治療については、 回の治療が終了した日）の属する年度内（ 月 日まで）

に申請してください。

区
分

治療の種類 実施医療機関 助 成 期 間 助 成 金 額
お問い合わせ
及び申請先

一

般

タイミング療法
薬 物 治 療
手 術 療 法
人 工 授 精

など

産婦人科や
泌尿器科を
有する医療
機関

連続 年間

但し、やむを得ない
事情により治療を
中断した期間を除く

万円 年

但し、自己負担額
の 以内

役場子育て支援課
（ ）

又は
石川県羽咋地域センター
（ ）

特

定

体 外 受 精

顕 微 授 精

産婦人科のう
ち、県が指定
する医療機関

通 算 年

回の治療につ
き 万円まで

年度当たり
回を限度

石川県羽咋地域センター
（ ）

区
分

治療の種類 実施医療機関 助 成 期 間 助 成 金 額
お問い合わせ
及び申請先

一

般

特

定

なお、助成には所得などの条件があります。
また、上記の助成のほか、町独自の不妊治療費助成制度もありますので、詳しくは子育て支援課へ

お問い合わせください。

〔 〕〔 〕

〔 〕

国内線を利用されるすべての方がバーコードを保安検査場と搭乗口で
タッチしてご搭乗いただく方式に変わり、搭乗券も変更されました。大きく
ピンク色に変わりました。申請にはこの搭乗券を添付してください。
（一部、従来の搭乗券もあります。）

注意 航空券ご利用案内書 や チケットお客様控 による申請は
できません。必ず 搭乗券 をご持参ください。

国内線を利用されるすべての方がバーコードを保安検査場と搭乗口で
タッチしてご搭乗いただく方式に変わり、搭乗券も変更されました。大きく
ピンク色に変わりました。申請にはこの搭乗券を添付してください。
（一部、従来の搭乗券もあります。）

注意 航空券ご利用案内書 や チケットお客様控 による申請は
できません。必ず 搭乗券 をご持参ください。



とぎ林檎オーナー制度とぎ男爵オーナー制度

《応募方法及びお問い合せ先》

【応募方法】

募集期間】

お問合せ】

とぎ男爵オーナーズ倶楽部 事務局
とぎ林檎オーナーズ倶楽部 事務局

新企画
《健康農園オーナー制度》



志賀原子力発電所周辺の

環境放射線監視結果

今回の調査結果は、これまでに実施した調査結果と比べていずれも同程度であ
り、安全の確保が図られています。

空間放射線（平成 年 月 月）

放水ピット



排気筒

放水ピット

単位 シーピーエス（ ）

排気筒

放水ピット

号機

号機

志賀原子力発電所の運転状況（平成 年 月 月）

［特記事項］

年 月 日 内 容

平成 年

（ 月 日）

（ 月 日）

月 日

（第 回定期検査開始）（ 号機）

（安全対策の総点検等のため、原子炉手動停止）（ 号機）

第 回定期検査開始（ 号機）



こどもこころの電話　　　32 - 5 5 4 1

　

１
月
14
日
（
月
）、
志
賀
町
体
育
協
会
賞

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方

に
「
功
労
賞
」
が
、
各
競
技
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
に
「
ス
ポ
ー
ツ

賞
」、「
奨
励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
を
代
表
し
、
水
泳
協
会
の
赤
川
さ
ん
か
ら

「
今
後
と
も
協
会
の
発
展
、
後
進
の
指
導
に

努
め
ま
す
。」
と
の
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
授
与
式
の
後
に
は
、
新
年
互
礼
会

が
開
催
さ
れ
、

協
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
今
年
の
競

技
力
向
上
に
つ

い
て
語
り
合
い
、

親
睦
の
輪
を
広

げ
ま
し
た
。

星
野　

政
良
、綱
木　

大
、櫻
井　

博
文
（
硬

式
野
球
）、
濱
野　

由
香
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

坂
口　

宗
之
（
ヨ
ッ
ト
）、中
島　

啓
吾
（
陸

上
）、田
谷
奈
津
希（
卓
球
）、安
中　

友
茂（
レ

ス
リ
ン
グ
）、
葛
城　

織
（
ホ
ッ
ケ
ー
）、
永

田　

利
嗣（
陸
上
）、藤
井　

啓
太（
空
手
道
）、

松
谷　

浩
平（
陸
上
）、板
尾　

佳
歩（
卓
球
）、

的
場　

有
沙
（
陸
上
）

[

団
体]

志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
チ
ー
ム

(

一
般
女
子)

、
志
賀
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
協
会
チ
ー
ム(

壮
年
女
子)

、
富
来
ま

す
ほ
学
童
野
球
ク
ラ
ブ(

学
童
軟
式
野
球)

、

志
賀
町
弓
道
協
会
チ
ー
ム
、西
海
卓
球
教
室
、

県
民
体
育
大
会
セ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
、
志
賀

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
チ
ー
ム
、
志
賀
ク
ラ

ブ
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

◆ 平成１９年度　志賀町人権講演会 ◆

家族で、個人で、友人と。カズンの爽やかなコンサートに参加しませんか。

１．日　時　　平成２０年２月１７日（日）
　　　　　　　午後1時　開場　
　　　　　　　午後1時30分　開会予定
　　　　　　　午後2時30分　終了予定
２．会　場　　志賀町文化ホール　２階大ホール
３．講　師　　COUSIN（カズン）
　　　☆能登半島地震で被災された方々を励ますために特別
　　　　のステージを用意しました。皆様のご参加をお待ち
　　　　しています。子どもさんのご参加も歓迎です。

COUSIN（カズン）：古賀いずみ（こがいずみ）と漆戸啓（うるしどひろし）のいとこ同
士によるユニットデュオとして、Ki ／ oon Sony より 95年 3月24日にデビュー
する。「冬のファンタジー」（売上枚数70万枚）、「僕が君から借りたもの」（「いし
かわ夢広場」挿入曲）、「風の街」（NHK「列島縦断鉄道12000kmの旅」テーマ曲）
などの曲を発表する。
*「いしかわ夢広場」… 石川県教育委員会生涯学習課が「心の教育」普及のため制作したラジオ広報
    番組。ラジオかなざわ・こまつ・ななおで、毎週第2，4土曜AM9：30－ 9：45に放送中。

※
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。(

敬
称
略)

【
功
労
賞
】

岡
嶋　

義
明
（
卓
球
）、
宮
部　

等
（
野
球
）

赤
川　

千
年
（
水
泳
）、
谷
内　

秀
明
（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

西
村　

清
正（
レ
ス
リ
ン
グ
）、山
岸
香
央
里
、

谷
内
志
緒
里
（
ヨ
ッ
ト
）、新
町　

良
成
（
ラ

イ
フ
ル
射
撃
）、
松
村　

博
（
陸
上
）

【
奨
励
賞
】

[
個
人]

東
田
愛
里
沙
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、
木
村　

樹

己
、
佐
渡　

千
晴
、
寺
澤
み
ど
り
、
宮
本
久

留
美（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
）、内
田　

晴
大（
陸
上
）、

谷
内　

貴
圭（
水
泳
）、社
谷
内
達
也（
陸
上
）、

山
崎　

珠
莉（
な
ぎ
な
た
）、西
村　

隆
宏（
レ

ス
リ
ン
グ
）、
畑
中　

健
志
、
前
田　

亮
輔
、

【功労賞を受ける赤川さん】

【受賞者の皆さん】



　

平
成
19
年
度
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
１
月
27
日

（
日
）、
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
生
涯
学
習
功

労
者
表
彰
式
で
は
、
町
の
生
涯
学
習
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
５
氏
に
青
山
教
育
長
か
ら
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
城
大
学
短
期
大
学
部
日
本
画
主
任

教
授
の
丹
羽
俊
夫
氏
が
「
子
供
を
育
て
る
家
庭

と
地
域
」と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
に

も
太
鼓
や
よ
さ
こ
い
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
等
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
場
内
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
館
内
で
は
教
室
生
に
よ
る
作
品
の

展
示
や
16
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
設
け
ら
れ
、
生
涯
学
習
活
動
に
つ
い
て

大
い
に
理
解
を
深
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　

山
崎　

三
夫　

氏
（
富
来
領
家
町
）

　
　
　
　

須
广　
　

宏　

氏
（
富
来
地
頭
町
）

　
　
　
　

安
中　
　

茂　

氏
（
二
所
宮
）

　
　
　
　

山
崎　

稔
晃　

氏
（
高
浜
町
）

　
　
　
　

小
﨑　

洋
朔　

氏
（
西
海
風
戸
）

生
涯
学
習
功
労
者
５
氏
を
表
彰

生
涯
学
習
功
労
者
５
氏
を
表
彰

志賀町男女共同参画推進員活動紹介志賀町男女共同参画推進員活動紹介
志賀町では男女が互いの立場を尊重し、それぞれの意欲や能力を十分に発揮できる、男女共同参
画社会の実現を目指して、推進員がいろいろな活動を行っています。

日時　2 月 11日（月・祝）
　　　　10：00～ 14：00
場所　文化ホール 調理室
参加費　1家族 1,000円（3人まで）
　　　　3人を超えた場合 1人当たり
　　　　 ＋３00円
申込締切　2月 6日（水）
お申込み・お問合せ
　　　　　生涯学習課
　　　　　電話　32-9350

文
化
財
防
火
訓
練

　

法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損
を
教
訓
と
し
て
制

定
さ
れ
た
文
化
財
防
火
デ
ー
の
一
環
の
防
火
訓

練
が
志
賀
消
防
署
、
志
賀
消
防
富
来
分
署
主
催

の
も
と
各
分
団
員
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

文
化
財
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
防
火
運
動
と

し
て
、
昭
和
30
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
の
訓
練
は
福
野
区
、
気
多
神
社
の
妙

法
蓮
華
経
碑
、
八
幡
区
、
冨
木
八
幡
神
社
の
各

種
図
額
を
そ
の
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
通
報
訓

練
か
ら
消
火
活
動
に
至
る
ま
で
、
敏
速
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

冨木八幡神社消火訓練風景 気多神社消火訓練風景

［男女共同参画講演会］
　1月12 日（土）文化ホールにお
いて、石川県男女共同参画室と志
賀町女性団体協議会の協力のも
と、講演会を実施しました。参加
者は講師のジョブカフェ石川エグ
ゼクティブアドバイザー　植村なおみ
       　　　　　　　　　氏の言葉

にうなづ
きながら
聞き入って
いました。
　講演の
後、推進員

による電子紙芝居が行われ、我が
家と同じ情景に苦笑いもおこりました。

［男性のための料理教室］
　1月 11日（金）文化ホールにて
行われました。
　当日は高浜地区を中心に 11 名の
男性が参加し、楽しみながら調理
すると共に、男性が料理すること
の大切さについても話し合いました。

　　肉じゃが、蓮蒸し、みそ汁作り
　　に挑戦する参加者

♪♪  

親
子
で
楽
し
む

親
子
で
楽
し
む

　
　
　
　

  

プ
チ
・
コ
ン
サ
ー
ト

プ
チ
・
コ
ン
サ
ー
ト  

♪♪

○
日
時　

２
月
24
日(

日)
　
　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
２
時
開
演

○
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

後
日
、
小
学
校
を
通
じ
て
申
し
込

　
　
　
　
　
　

み
を
と
り
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
！

  

お
問
い
合
わ
せ
先

  　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

  　
　

電
話　

32-
２
９
７
０



白
灯
台
浮
き
出
て
寒
の
能
登
岬

北
谷

芳
子

凛
と
し
て
姿
見
に
立
つ
春
着
の
子裏

田

弘
美

生
垣
の
八
つ
手
の
花
や
眺
め
よ
し中

田

淑
子

夢
の
な
き
眠
り
よ
り
覚
め
二
日
か
な

吉
田

外
江

日
和
得
て
妙
成
寺
へ
と
初
詣

藤
勝
勇
美
子

破
魔
矢
も
ち
年
賀
の
客
の
訪
ね
来
る

淵
端

三
之

老
兵
の
弾
痕
撫
で
て
初
湯
か
な

須
广
ひ
ろ
し

偽
と
眞
と
本
音
建
前
年
明
く
る

丸
田

歩
拙

仮
設
住
い
願
い
託
せ
し
松
飾

川
田
ま
さ
を

初
景
色
高
爪
山
を
遥
か
よ
り

安
井
ふ
さ
の

初
日
受
く
完
成
近
き
家
匂
ふ

浅
野

照
子

原
油
高
憂
ふ
夫
婦
や
着
ぶ
く
れ
て前

川
美
代
子

曲
が
っ
て
も
直
し
の
聞
か
ぬ
年
と
な
り

小
松

康
子

出
直
す
と
言
い
つ
つ
居
座
る
偉
い
人

古
森

勝

震
災
の
傷
を
横
目
に
初
詣

す
ま
い
さ
お

感
謝
し
て
拝
ん
で
見
つ
め
西
の
空中

屋
ア
キ
子

西
東
方
向
音
痴
道
迷
い

赤

ふ
じ

西
浦
校
昔
を
思
い
懐
か
し
く

長
田
千
枝
子

文
芸
教
室

に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般

投
稿
の
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一
首

（
一
句
）、
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送

付
く
だ
さ
い
。

送
り
先

志
賀
町
末
吉
千
古

番
地

志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

広
報
担
当
ま
で

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

毎
月

日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

波
立
て
ず
仲
良
く
す
る
も
口
次
第前

田

志
津

普
段
よ
り
ま
じ
め
な
顔
で
無
心
す
る

山
本

静
香

ま
じ
め
さ
が
一
生
懸
命
前
向
き
に木

村

貞
涼

ま
じ
め
す
ぎ
妥
協
の
き
か
ぬ
人
も
い
る

坂
下
二
三
子

母
が
言
う
お
前
の
取
り
え
ま
じ
め
だ
け

西
尾

善
春

面
接
に
一
生
分
の
ま
じ
め
顔

石
田

雪
路

碑
に
溢
れ
す
さ
ぶ
る
言
霊

こ
と
だ
ま

は

万
葉
ぶ
り
と
仮
名
文
字
の
い
う

石
田

豊

時
期

と

き

を
得
て
新
築
な
り
し
鐘
楼
の

送
り
一
里
の
鐘
の
音
流
る

芳
岡

典
子

錦
秋
の
園
に
踏
み
入
り
か
さ
か
さ
と

昼
膳
の
待
つ
前
に
座
れ
り

浦
野
タ
ツ
子

カ
キ
サ
ク
ラ
コ
ナ
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を

踏
み
ゆ
け
り
落
葉
を
伝
う
秋
陽
の
ぬ
く
み

福
島

信
子

機
内
よ
り
仰
ぐ
青
空
埋
め
つ
く
し

白
雲
な
び
く
綿
菓
子
に
似
て

岩
上

久
枝

年
重
ね
し
み
じ
み
思
う
こ
の
頃
に

パ
ワ
ー
を
く
れ
る
孫
は
成
人

み
さ
の

愛
犬
の
静
か
に
逝
き
て
思
う
事

我
が
身
も
願
う
こ
う
あ
り
た
し
と

智

子

老
い
た
い
ま
な
き
母
に
似
て
手
の
指
の

曲
り
を
み
つ
め
想
い
出
さ
ら
に

千

里

志
賀
民
謡
会
・
善
生
会
合
同

日
時

月

日
（
日
）

午
前

時
開
演

場
所

文
化
ホ
ー
ル大ホ

ー
ル

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

志
賀
民
謡
会
、
善
生
会
合
同
の
発
表

会
で
す
。
唄
と
踊
り
満
載
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

善
生
会

高
田

善
生

電
話

志
賀
民
謡
会
・
善
生
会
合
同

日
時

月

日
（
日
）

午
前

時
開
演

場
所

文
化
ホ
ー
ル大ホ

ー
ル

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る

志
賀
民
謡
会
、
善
生
会
合
同
の
発
表

会
で
す
。
唄
と
踊
り
満
載
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

善
生
会

高
田

善
生

電
話

《《
唄唄
とと
踊踊
りり
》》

《
唄
と
踊
り
》

入
場
無
料

入
場
無
料



内 容 実 施 日 対 象 場所

ヵ月児 月 日（木） 平成 年 月生まれ 志

歳 ヵ月児 月 日（木） 平成 年
月生まれ 富

歳児

月 日（木） 平成 年
月生まれ 志

月 日（木） 平成 年
月生まれ 富

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】乳乳幼幼児児健健康康診診査査乳幼児健康診査

内 容 実 施 日 時 間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 志

こころの健康相談 月 日（金） 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

【対象者】どなたでも健健 康康 相相 談談健 康 相 談

内 容 実 施 日 時 間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日 と

毎週金曜日 志

内 容 実 施 日 時 間 場所

機機 能能 訓訓 練練機 能 訓 練

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すくすく
子育て相談

月 日（木）

乳幼児の
お子さんと
お母さん
どなたでも

志

月 日（木） 志

月 日（木） 富

げんキッズ広場 毎週火 金曜日 志

ゆう遊クラブ

月 日（火） 志

月 日（火） 富

モグモグ教室 月 日（木） 歳未満の乳児 志

内 容 実 施 日 対 象 時 間 場所

すすくくすすくく子子育育ててすくすく子育て

こころの健康相談は、 週間前までに予約が必要です。
希望される方は、保健福祉センターまでご連絡ください。

【対象者】脳卒中後遺症等で日常
生活が概ね自立している方

初めての方は事前に保健福祉センターまでご相談ください。

内 容 実 施 日 対 象 場所

予防接種 月 日（木） カ月児健診受診後
生後 カ月未満 志

ポリオ予防接種 月 日（水） カ月児健診受診後
歳 カ月未満 富

内 容 実 施 日 対 象 場所

【受付時間】
予予 防防 接接 種種予 防 接 種

予約が必要です。希望される方は、保健福祉センターまでご連絡下さい。

誰
に
で
も
で
き
る

予
防
法

【
手
洗
い
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
等
が
流
行
す
る
季
節
の
到
来

と
な
り
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め

の
予
防
法
と
し
て
、
家
庭
で
出
来

る
簡
単
な
手
洗
い
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。



ハ
ウ
ル
の
お
話
宅
急
便

日
時

月

日（
水
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
着
・
お
す
す
め
の
本

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

ここ
どど
もも
のの
絵絵
かか
きき
うう
たた

曲曲

こ
ど
も
の
絵
か
き
う
た

曲

昔昔
なな
がが
らら
のの
絵絵
かか
きき
うう
たた
だだ
けけ
でで

昔
な
が
ら
の
絵
か
き
う
た
だ
け
で

なな
くく
、、
わわ
らら
べべ
歌歌
やや
物物
語語
にに
でで
てて
くく

な
く
、
わ
ら
べ
歌
や
物
語
に
で
て
く

るる
もも
のの
、、
のの
りり
もも
のの
、、
たた
べべ
もも
のの
のの

る
も
の
、
の
り
も
の
、
た
べ
も
の
の

絵絵
かか
きき
うう
たた
がが
たた
くく
ささ
んん
載載
っっ
てて
いい

絵
か
き
う
た
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い

まま
すす
。。
親親
子子
でで
楽楽
しし
くく
描描
いい
てて
みみ
まま

ま
す
。
親
子
で
楽
し
く
描
い
て
み
ま

しし
ょょ
うう
！！
わわ
らら
べべ
歌歌
はは
歌歌
詞詞
とと
楽楽
譜譜

し
ょ
う
！
わ
ら
べ
歌
は
歌
詞
と
楽
譜

付付
きき
でで
すす
。。

付
き
で
す
。

カカ
ッッ
ププ
ケケ
ーー
キキ
のの
本本

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
の
本

まま
ちち
やや
まま

ちち
ほほ

ま
ち
や
ま

ち
ほ

材材
料料
をを
まま
ぜぜ
てて
焼焼
くく
だだ
けけ
でで
簡簡
単単

材
料
を
ま
ぜ
て
焼
く
だ
け
で
簡
単

にに
作作
れれ
るる
カカ
ッッ
ププ
ケケ
ーー
キキ
のの
本本
でで
すす
。。

に
作
れ
る
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
の
本
で
す
。

作作
りり
方方
がが
写写
真真
でで
解解
説説
ささ
れれ
てて
いい
てて

作
り
方
が
写
真
で
解
説
さ
れ
て
い
て

はは
じじ
めめ
てて
でで
もも
大大
丈丈
夫夫
。。
ニニ
ュュ
ーー

は
じ
め
て
で
も
大
丈
夫
。
ニ
ュ
ー

ヨヨ
ーー
クク

東東
京京
でで
大大
人人
気気
のの
スス
イイ
ーー

ヨ
ー
ク

東
京
で
大
人
気
の
ス
イ
ー

ツツ
でで
すす
。。

ツ
で
す
。

読
み
聞
か
せ
講
習
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

講
師

細
川

律
子

先
生

対
象

幼
児
・
小
学
生
・
一
般

お
は
な
し
の

読
み
聞
か
せ

を
上
手
に
し
て
み
た
い
方
、
一
緒

に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
？
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

上
映
会

ア
イ
・
ラ
ヴ
・
ユ
ー

あ
ら
す
じ
…
ろ
う
者
の
朝
子
の
手

話
が
原
因
で
、
娘
の
愛
が
学
校
で
い

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日（月祝）
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

休館日のご案内

月

日 ・ 日 ・ 日（月祝）
日 ・ 日

開館時間
平 日
土 日 祝

お問い合わせ

志賀町立図書館
志賀町立富来図書館

月月

志

お問い合わせ

新
着
の
本

本本
かか
らら
はは
じじ
まま
るる
物物
語語

本
か
ら
は
じ
ま
る
物
語

メメ
デデ
ィィ
アア
パパ
ルル

メ
デ
ィ
ア
パ
ル

恩恩
田田
陸陸
やや
石石
田田
衣衣
良良
、、
山山
本本
一一
力力

恩
田
陸
や
石
田
衣
良
、
山
本
一
力

らら
人人
気気
作作
家家
がが
、、
本本

本本
屋屋

をを

ら
人
気
作
家
が
、
本

本
屋

を

舞舞
台台
にに
描描
いい
たた

のの
スス
トト
ーー
リリ
ーー
。。

舞
台
に
描
い
た

の
ス
ト
ー
リ
ー
。

フフ
ァァ
ンン
タタ
ジジ
ーー
やや
ミミ
スス
テテ
リリ
ーー
なな
どど

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど

ババ
ララ
エエ
テテ
ィィ
にに
富富
んん
だだ
小小
説説
集集
でで
すす
。。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
小
説
集
で
す
。

妖妖
怪怪
変変
化化

ああ
ささ
のの
ああ
つつ
ここ

妖
怪
変
化

あ
さ
の
あ
つ
こ

いい
のの
ちち
のの
パパ
レレ
ーー
ドド

恩恩
田田

陸陸

い
の
ち
の
パ
レ
ー
ド

恩
田

陸

星星
へへ
落落
ちち
るる

金金
原原
ひひ
とと
みみ

星
へ
落
ち
る

金
原
ひ
と
み

商商
人人
龍龍
馬馬

津津
本本

陽陽

商
人
龍
馬

津
本

陽

青青
春春
のの
条条
件件
上上
・・
下下

森森
村村

誠誠
一一

青
春
の
条
件
上
・
下

森
村

誠
一

三三
世世
相相

松松
井井
今今
朝朝
子子

三
世
相

松
井
今
朝
子

太太
王王
四四
神神
記記
上上

和和
佐佐
田田
道道
子子

太
王
四
神
記
上

和
佐
田
道
子

政政
治治
をを
考考
ええ
たた
いい
ああ
なな
たた
へへ
のの

問問

政
治
を
考
え
た
い
あ
な
た
へ
の

問

佐佐
々々
木木

毅毅

佐
々
木

毅

室室
礼礼
おお
りり
おお
りり

山山
本本
三三
千千
子子

室
礼
お
り
お
り

山
本
三
千
子

保存期間の過ぎた雑誌を
差し上げます

期間 月 日（土） 月 日（金）

お一人 冊まで

詳しい手続きは各図書館カウン
ターでお尋ねください。

期間

蔵
書
点
検
中（

月

日

月

日
）は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

月

日（
土
）よ
り
通
常
ど
お
り
開
館
し
て
い
ま
す

の
で
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

じ
め
に
あ
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

た
。
朝
子
は
自
分
が
前
向
き
に
生
き

る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
愛
を
勇
気
づ

け
よ
う
と
、劇
団
に
入
る
こ
と
を
決

意
し
た
の
だ
が
…
。

日
時

月

日（
土
）

午
後

時

分
か
ら

場
所

階
・
視
聴
覚
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時

月

日（
土
）

午
後

時
か
ら

場
所

階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）
熊 野
福 浦

熊野多目的集会場
福浦郵便局前

日（火） 稗 造
東小室バス停
鵜野屋バス停

日（水） 保育所
ますほ保育園
とぎ保育園

日（木） はまなす園

日（金） 有縁の荘

日（火） 東増穂
八幡公民館
アイリス（老保）
ますほの里（特養）

日（水） 西増穂

大福寺干場商店前
稲敷集会場
西増穂郵便局
はまなす園デイサービスセンター
とぎ地域福祉センター

日（金） 志賀町デイサービスセンター

日（火）
西 海
西 浦

前浜バス停前
笹波バス停
のぞみの里
赤崎作業場前
西海長畑商店前

日（水） 富 来
すみれ作業所
富来病院

日（木） はまなす園

月 コース 場 所 ・ 時 間

日（水）

日（火）

日（水）

日（木）

日（金）

日（火）

日（水）

日（金）

日（火）

日（水）

日（木）

日
時

月

日（
木
）

午
後

時
か
ら

場
所

ま
す
ほ
の
里



志賀町児童館

　

昨
年
度
か
ら
始
め
た
オ
カ
リ
ナ
の

練
習
も
12
回
目
に
な
り
ま
し
た
。「
キ

ラ
キ
ラ
星
」「
か
え
る
の
歌
」
等
、

簡
単
な
曲
か
ら
始
ま
っ
た
オ
カ
リ
ナ

も
、
練
習
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
指
穴

の
開
閉
に
も
慣
れ
、
上
手
に
吹
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
海
」「
雪
」

な
ど
色
々
な
曲
に
ト
ラ
イ
。
楽
譜
が

　

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀
教
室

が
開
か
れ
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」
を
体

験
。
ミ
ニ
門
松
は
高
さ
十
セ
ン
チ
ほ

　

１
月
６
日
、
お
正
月
遊
び
（
百
人

一
首
、
こ
と
わ
ざ
か
る
た
、
こ
ま
回

し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
を
楽
し
み
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
か
る
た
で
は

一
枚
一
枚
に
気
持
ち
を
集
中
し
、
上

の
句
を
読
む
だ
け
で
「
は
い
」
と
元

気
の
よ
い
声
で
札
を
取
り
、
僅
差
の

勝
負
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ま
回
し
で
は
紐
の
巻
き

方
、
投
げ
方
に
知
恵
を
絞
り
、
こ
ま

　

子
ど
も
の
お
や
つ
と
し
て
人
気
の

グ
ミ
・
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
粉
ゼ
ラ
チ
ン
に
砂
糖
、
ジ
ュ
ー

ス
を
混
ぜ
、
冷
や
し
固
め
る
だ
け
で

ぷ
る
っ
と
し
た
食
感
の
グ
ミ
が
完

成
。
児
童
は
「
グ
ミ
を
型
で
抜
く
の

が
お
も
し
ろ
い
な
」と
い
い
な
が
ら
、

星
や
ハ
ー
ト
と
い
っ
た
好
み
の
型
で

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
抜
い
て
い
き

ま
す
。
身
近
な
材
料
で
作
れ
る
、
超

簡
単
ア
イ
デ
ィ
ア
お
や
つ
を
家
庭
で

も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

県
民
大
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
志
賀

お
正
月
遊
び

★申し込み、お問い合わせは　　志賀町児童館まで　℡   32-1724

　

３
月
２
日
（
日
）
は
恒
例
、
児
童

館
の
お
楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

一
年
間
の
児
童
館
活
動
の
中
か
ら
オ

カ
リ
ナ
や
琴
の
演
奏
、
よ
さ
こ
い
を

発
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

ゲ
ー
ム
、
工
作
、
お
茶
会
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
、
ご

家
族
の
参
加

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

が
見
事
に
回
る
と
「
や
っ
た
」
と
歓

声
が
あ
が
り
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

は
異
年
齢
の
児
童
が
ダ
ブ
ル
ス
を
組

ん
で
協
力
し
あ
い
、
シ
ャ
ト
ル
の
飛

ぶ
方
向
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
初
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
の
竹
筒
に
松
竹
梅
を
入
れ
、
最
後

に
ナ
ン
テ
ン
な
ど
で
飾
り
つ
け
を
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
門
松
」
と

い
う
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
お

正
月
に
飾
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
神
様
が
幸
せ
を
た
く
さ
ん
運
ん

で
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
楽
し
い
お

正
月
を
迎
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

2月　2日（土）　クッキング教室　１３：３０～

2月　９日（土）　貼り絵教室　      １3：3０～　

2月13日（水）　オカリナクラブ   １5：0０～

2月16日（土）　琴教室　　　　　１3：3０～

あ
る
と
ど
ん
な
曲
で
も
吹
け
る
子
も

い
ま
す
。
オ
カ
リ
ナ
特
有
の
や
さ
し

い
音
色
に
ひ
か
れ
、上
達
を
励
み
に
、

楽
し
ん
で
練
習
し
て
い
ま
す
。



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
地
・
借
家
を
巡
る
諸
問
題（
そ
の

）

第

契
約
を
結
ぶ
と
き
に
注
意
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て

建
物
の
用
途
の
違
い
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
点

に
注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

貸
家
（
一
戸
建
て
住
宅
）
の
場
合

こ
の
場
合
、
比
較
的
家
主
の
目
が
届
き
に
く
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
家
主
が
知
ら
な
い
う
ち
に
建

物
の
改
装
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
り
、
居
住
者
が
い

つ
の
間
に
か
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
契
約

書
に
は
必
ず
、
建
物
の
改
装
・
造
作
な
ど
に
つ
い

て
は
事
前
に
家
主
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い

旨
、
ま
た
、
第
三
者
へ
の
転
貸
な
ど
を
禁
じ
る
旨

を
明
確
に
定
め
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

敷
地
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
利
用
方
法
が

問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
庭
な
ど

を
勝
手
に
作
り
替
え
た
り
、
小
屋
な
ど
を
建
て
た

り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

敷
地
の
利
用
に
つ
い
て
、
原
状
を
変
更
す
る
場
合

は
事
前
に
家
主
の
承
諾
を
要
す
る
旨
を
定
め
て
お

く
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
合
は
、
共

用
部
分
の
利
用
方
法
、
他
の
賃
貸
人
へ
の
迷
惑
行

為
な
ど
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
犬
猫
な
ど
ペ
ッ
ト

の
飼
育
を
禁
止
す
る
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
契
約

書
に
明
記
す
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
限
度
を
超
え

建
物
の
賃
貸
借
契
約
で
は
、
ど
こ
に
注
意
す

れ
ば
よ
い
で
す
か
。

た
ピ
ア
ノ
、
ス
テ
レ
オ
な
ど
に
よ
る
騒
音
も
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

ら
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
他
の
賃
貸
人
や
近
隣
の
迷

惑
に
な
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
旨

を
契
約
書
に
明
記
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

ま
た
、
共
用
道
路
な
ど
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
、

防
水
工
事
の
な
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
水
を
流
さ

な
い
こ
と
な
ど
も
契
約
書
に
明
記
し
て
お
く
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
細
部
に
わ
た
る

注
意
点
が
多
数
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
契
約
書

の
本
文
に
入
れ
ず
に
、
別
紙
で

使
用
細
則

な

ど
と
し
て
定
め
て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

下
宿
の
場
合

下
宿
の
場
合
は
、
家
主
と
賃
貸
人
が
一
つ
の
建

物
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
お

互
い
に
不
愉
快
な
思
い
を
す
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
屋
の
構

造
に
も
よ
り
ま
す
が
、
契
約
書
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
迷
惑
行
為
の
禁
止
、
門
限
を
設
定
す
る
か

否
か
な
ど
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

貸
事
務
所
の
場
合

貸
事
務
所
が
、
店
舗
や
住
居
に
転
用
さ
れ
て
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

事
務
所
以
外
の
用
途
に
用
い
て
は
な
ら
な
い
旨
を
、

契
約
書
に
明
記
す
べ
き
で
す
。
貸
事
務
所
の
場
合

は
、
建
物
全
体
の
管
理
上
、
使
用
時
間
を
制
限
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
契
約
書
に
明
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

弁護士（元検事）
愛知学院大学法科大学院特任教授

國田 武二郎（堀松出身）

東京地検、横浜地検、名古屋地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯等数多く
の事件を担当。また、高等検察庁検事として、若手検事の指導育成
にも当たる。平成 年 月、 年の検事生活を終え、愛知県弁護士
会に弁護士登録。あすなろ法律事務所という名称で法律事務所を開
設し、弁護士として活動。弁護士会では、刑事弁護委員会、民事暴
力対策委員会、被害者対策委員会、業務対策委員会に所属。
平成 年 月から愛知学院法科大学院特任教授に就任。その他愛
知県警察学校などで講師



借借
地地
・・
借借
家家
をを
巡巡
るる
諸諸
問問
題題（（
そそ
のの

））

借
人
に
提
示
し
、「
公
正
証
書
に
よ
る
等
」書
面
で

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

家
主
は
契
約
期
間
満
了
時
に
は
、
建
物
を
明
け
渡

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
一
般
的
な

建
物
賃
貸
借
契
約
書
と
の
違
い
で
す
が
、
契
約
書

の
条
文
中
に
、
定
期
建
物
賃
貸
借
（
定
期
借
家
）

契
約

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
示
さ
れ
ま
す
か

ら
、
契
約
書
を
見
る
だ
け
で
従
来
通
り
の「
建
物

賃
貸
借
契
約
」で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、

定
期
建
物
賃
貸
借
（
定
期
借
家
）
契
約
に
は
、
そ

の
他
に
も
一
般
的
な
建
物
賃
貸
借
契
約
と
異
な
る

点
が
あ
り
ま
す
が
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

期
限
が
き
た
ら
必
ず
明
け
渡
す
と
い
う
特
約

賃
貸
借
契
約
書
に
、「
賃
貸
借
期
間
終
了
と
同

時
に
、
借
主
は
貸
主
に
本
物
件
を
完
全
に
明
け
渡

す
」、
あ
る
い
は

年
後
に
必
ず
明
け
渡
す

な

ど
と
い
う
特
約
条
項
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
借
地
借
家
法
は
、
家
主
が
更
新
を
拒
絶

し
た
り
解
約
を
申
し
入
れ
た
り
す
る
に
は「
正
当

な
理
由
」（
例
え
ば
、
借
主
の
賃
料
不
払
い
、
用

法
違
反
等
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
れ

に
反
す
る
特
約
で
賃
借
人
に
不
利
な
も
の
は
無
効

と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
は
こ

の
特
約
は
無
効
で
す
。
た
だ
し
、「
定
期
建
物
賃

貸
借
（
定
期
借
家
）
契
約
」を
結
ん
だ
賃
借
人
は
、

期
間
満
了
よ
り
契
約
更
新
を
せ
ず
に
建
物
を
明
け

渡
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
特
約
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

立
退
料
等
は
一
切
請
求
し
な
い
と
い
う
特
約

借
主
は
立
退
料
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
請
求
は

一
般
の
建
物
の
賃
貸
借
契
約
で
は
、
ど
ん
な

特
約
事
項

の
記
載
が
問
題
と
な
り
ま
す
か
。

店
舗
の
場
合

ま
ず
、
用
途
が
店
舗
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
店

舗
の
種
類
を
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

店
舗
の
場
合
は
、
た
く
さ
ん
の
顧
客
や
さ
ま
ざ
ま

な
取
引
先
が
頻
繁
に
出
入
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の

こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
契
約
書
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
店
舗
の
種
類
な
ど
に
応
じ
て
、
他
の
店

舗
や
居
住
者
な
ど
に
迷
惑
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、

一
定
の
迷
惑
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
を
記
載
す
る

と
と
も
に
、
営
業
時
間
や
使
用
時
間
を
制
限
す
る

と
き
は
、
そ
の
旨
も
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
賃
借
権
や
店
舗
内
の
造
作
の
譲
渡

を
認
め
る
か
否
か
も
重
要
で
す
か
ら
、
い
ず
れ
で

あ
る
か
を
契
約
書
に
明
確
に
書
い
て
お
く
べ
き
で
す
。

社
宅
の
場
合

問
題
に
な
る
の
は
、
社
宅
居
住
の
従
業
員
が
退

職
し
、
ま
た
は
解
雇
さ
れ
た
と
き
の
明
渡
し
の
時

期
で
す
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
た
だ
ち
に
明
け
渡

す
の
は
困
難
な
こ
と
が
多
い
で
す
か
ら
、
明
渡
し

に
つ
い
て
一
定
の
猶
予
期
間
を
定
め
て
お
く
べ
き

で
し
ょ
う
。
社
宅
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
従
業

員
と
契
約
書
を
交
わ
す
必
要
は
な
く
、

社
宅
入

居
規
定

な
ど
の
社
内
規
則
を
定
め
、
こ
れ
を
入

居
者
に
周
知
さ
せ
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

平
成

年

月

日
か
ら
は
、
一
般
的
な
建
物

賃
貸
借
契
約
の
他
に
賃
貸
借
契
約
期
間
の
終
了
と

同
時
に
賃
貸
借
人
か
ら
建
物
を
必
ず
明
け
渡
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

定
期
建
物
賃
貸
借
（
定

期
借
家
）

と
い
う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

定
期
借
家
契
約
を
結
ぶ
際
に
は
、
契
約
時
に

定

期
借
家
契
約
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
書
面
を
賃

定
期
建
物
賃
貸
借
（
定
期
借
家
）
と
は
、
ど

の
よ
う
な
賃
貸
借
で
す
か
。

一
切
し
な
い

な
ど
と
い
う
特
約
が
、
普
通
の
賃

貸
借
契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
は
書
い
て
も
法
律
的
な
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
主
に
よ
る
更
新
拒
絶
や
解
約
申
入

れ
に
は
正
当
理
由
が
必
要
で
す
か
ら
、
正
当
理
由

が
不
十
分
な
場
合
は
、
こ
の
特
約
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
賃
借
人
に
立
退
料
を
支
払
っ
て
、
正
当
理

由
を
補
完
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。
実
際
、

こ
の
特
約
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
主
が
明

渡
し
を
求
め
た
ら
賃
借
人
か
ら
賃
借
人
か
ら
立
退

料
を
要
求
さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

借
主
が
契
約
に
違
反
し
た
と
き
は
何
ら
催
告

せ
ず
に
契
約
を
解
除
で
き
る

と
い
う
特
約

こ
れ
は
、
無
催
告
解
除
の
特
約
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
法
は
、

債
務
不
履
行
が
あ
る
場
合
は

履
行
を
催
告
し
て
相
当
期
間
内
に
履
行
さ
れ
な
い

と
き
は
契
約
を
解
除
で
き
る

旨
を
定
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
原
則
を
排
除
し
た
の
が
こ
の
特
約
で

有
効
で
す
が
、
こ
の
特
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

賃
借
人
の
契
約
違
反
が
相
互
の
信
頼
関
係
を
破

壊
す
る
程
度
に
至
ら
な
け
れ
ば
契
約
を
解
除
で
き

な
い

と
い
う
考
え
も
あ
る
の
で
留
意
が
必
要
で
す
。

更
新
料
を
支
払
う

と
い
う
特
約

契
約
を
更
新
す
る
場
合
は
、
賃
借
人
は
更
新
料

と
し
て
賃
料
の

ヶ
月
分
を
支
払
う

な
ど
と
い

う
特
約
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

賃
借
人
は
、
契
約
の
更
新
に
際
し
て
更
新
料
を
支

払
う
義
務
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、

家
主
と
合
意
し
た
場
合
に
初
め
て
そ
の
支
払
義
務

が
生
じ
ま
す
。
高
額
な
更
新
料
を
支
払
わ
せ
る
よ

う
な
特
約
は
、
賃
借
人
に
不
利
で
す
か
ら
無
効
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。



お問い合わせ先お問い合わせ先

必要な材料はすべてアリス館にそろっています。
都合により内容を変更する場合があります。

中能登の文化財
月 日（金） 日（金）

中能登地方の 文化財 の写真展です。

北陸電力 アリス館志賀

バレンタインイベント
月 日（日） 日（祝）

ガラポンスタンプラリー や 日替わり工作 、 バルーンプ
レゼント 、 ミニゲーム などとってもスイートなお楽しみ
がいっぱい。みんなアリス館に集合

節 分 工 作
月 日（金） 月 日（日）

陽気な おにこんぼう を作ろう

おひなさまのメッセージカード作り
月 日（月） 月 日（月）

お友達に贈るかわいいメッセージカードを作ろう

冬のとくべつ工作
月の土・日限定（イベント日は除く）

何を作るかはアリス館に来てからのお楽しみだよ



休日夜間当番薬局 時間 午後 時 午前 時
診診療療時時間間はは、、午午前前 時時かからら正正午午ままでででですす。。ななおお、、受受診診のの際際ににはは、、事事前前にに病病院院へへ電電話話連連絡絡ししててくくだだささいい。。診療時間は、午前 時から正午までです。なお、受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

総人口 ， 人

男 ， 人

女 ， 人

世帯数 ， 世帯

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

免
田
健
治
郎

新
田

一
男

泉

や
よ

歳歳歳

高
浜
町

米

町

矢
蔵
谷

氏

名

年

齢

本
籍
ま
た
は
住
所

月月 日日現現在在月 日現在

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 クスリのアオキ羽咋店
二 階 堂 薬 局

羽咋市石野町
おおの整形外科クリニック 羽咋市鶴多町

日
（日）

松柳医院 羽咋市島出町
鶴多あおぞら薬局 羽咋市鶴多町

加藤病院 志賀町高浜町

日
（月 祝）

金田内科医院 羽咋市千里浜町
ヒ ラ バ 薬 局 羽咋市川原町

松江産婦人科医院 羽咋市島出町

日
（日）

向病院 志賀町富来領家町
高 田 薬 局 羽咋市川原町

平場内科クリニック 羽咋市中央町

日
（日）

岩脇医院 羽咋市的場町
カ ワ サ キ 薬 局 羽咋市旭町

松沼医院 宝達志水町敷波

当番医名 住 所 電話番号 当番薬局 住 所

日
（日）

西村内科胃腸科クリニック クスリのアオキ羽咋店
二 階 堂 薬 局おおの整形外科クリニック

日
（日）

松柳医院
鶴多あおぞら薬局

加藤病院

日
（月 祝）

金田内科医院
ヒ ラ バ 薬 局

） 松江産婦人科医院

日
（日）

向病院
高 田 薬 局

平場内科クリニック

日
（日）

岩脇医院
カ ワ サ キ 薬 局

松沼医院

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

松
田

子
り
ん
こ

義

成

早

苗

富
来
領
家
町

田
中

康
貴
こ
う
き

一

行

昌

子

舘

開

不
動
吏
玖
斗

り

く

と

斗
志
也

奈
美
子

里
本
江

中
村

莉
緒
り

お

洋

志

美

帆

矢

田

神
谷

杏

貴

宏

純

子

高
浜
町

谷
内

大
郎

り
ん
た
ろ
う

忠

宜

真

美

安
津
見

竹
内

大
河
た
い
が

久

志

淳

子

相

神

川
村
瑛
汰
郎

英

外

利

美

富
来
領
家
町

平

彩
叶
あ
や
か

博

之

朋

実

町

川
端

爽
心
そ
う
し
ん

重

男

和

美

高
浜
町

元
藤

歩
花
あ
る
か

了

伸

千

恵

火
打
谷

徳
楽

絢
音
あ
や
ね

信

洋

千

絵

梨
谷
小
山

久
田

大
翔
ひ
ろ
と

輝

彦

晃

子

高
浜
町

氏

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

田
中

康
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【 お 断 り 】
このコーナーは、当町で届出
をし、希望がある方のみ掲載し
ています。他市町村での届出を
予定し、掲載を希望する場合は
届出書の余白に 広報掲載希望
とお書き下さい。
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坊城　真智ちゃん
ミルクを飲みすぎるのがちょっと
心配かな？
なにはともあれ、元気で育て。　

　　　　両親より

志賀町において道路特定財源の暫定税率が廃止となった場合の影響志賀町において道路特定財源の暫定税率が廃止となった場合の影響

○志賀町に配分されている道路特定財源
                       　  　 （譲与税及び交付金）
  (1) 使途の現状
　　 現在、国から地方譲与税及び交付金と
して配分されている道路特定財源は、町
道の新設・改良・舗装、維持補修及び除
雪費等に使われております。

  (2) 暫定税率が廃止となった場合
　　 現行の道路特定財源の暫定税率が廃止
になった場合には、志賀町における税収が
1億3,200万円の大幅な減収が見込まれ、
道路整備や除雪、舗装の補修等の維持管理
に深刻な影響が出ます。

【訂正とお詫び】

　広報しか1月号みんなの広場に間違いがありました。
　吉野結菜ちゃん　ゆなちゃん → ゆいなちゃん
ここに訂正し深くお詫び申し上げます。　

山寺　佑依ちゃん
　泣いたり、怒ったり、笑ったり、
いたずらしたり、毎日元気いっぱ
いの佑依です。これからの成長が
楽しみです。　　　　　　家族より

ゆ い
吉野　結菜ちゃん
おめめがキラリ☆と可愛い結菜。
これからたくさんの愛情を注ぐか
ら、元気で思いやりのある子に
育ってね !　　　　　　　両親より

ゆいな

　　編集後記
　表紙は気に入っていただけましたか？「絶対表紙にしてもらわな困る」と言わ
れ、私自信が困ってしまいましたが、表紙にできなかったみなさん、すいません。
　何人かの方にインタビューすることができました。志賀町の将来を本当に心配
しているということ、そして志賀町に働く者として貢献していきたいということ
を話してくれました。それぞれに夢や希望があり、立派だなと感じました。「お
前もがんばれ」と言われそうですが、心からがんばってほしいと思いました。　

暫定税率が廃止となった場合の道路財源の税収（試算）
暫　定　税　率 （現 行） 本  則  税  率 （試 算）

自　動　車
取　得　税

地方道路
譲　与　税

自　動　車
重　量　税 合　計 自　動　車

取　得　税
地方道路
譲　与　税

自　動　車
重　量　税 合　計

1億500万円 4,900万円 1億3,600万円 2億9,000万円 6,300万円 4,100万円 5,400万円 1億5,800万円

志賀町建設課　℡　32-1111

まさと




